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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善などが見られたもの

の、中国を始めとするアジア新興国の景気減速に加え、地政学リスクの高まりや原油価格の下落などの影響によ

り、依然として先行き不透明な状況が続いております。

 このような状況の下、当社グループは、国内外市場における新規顧客の開拓や既存顧客との取引拡大などを積

極的に推進するとともに、製造原価の低減、経営全般にわたる効率化を推進し、業績の向上に取り組んでまいり

ました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、化粧品向けの表面処理製品等の機能性製品の販

売が好調に推移いたしましたが、一方で、連結子会社の売上が期後半に入り減少したことなどにより、売上高は

272億８百万円（前年同期比1.3％減）、営業利益は34億２千６百万円（前年同期比21.1％増）、経常利益は36億

２千万円（前年同期比22.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は24億６千６百万円（前年同期比27.2％

増）となりました。 

 セグメント別の業績につきましては、酸化チタン関連事業の売上高は147億８千４百万円（前年同期比1.5％

増）、その他事業の売上高は124億２千３百万円（前年同期比4.5％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の資産総額は、487億３千７百万円（前連結会計年度末比６億１千１百万円増

加）となりました。これは主に、有形固定資産が12億１千７百万円増加したことによります。

 負債合計は、145億６百万円（前連結会計年度末比５億５百万円減少）となりました。これは主に、借入金が

７億８千９百万円減少したことによります。

 純資産合計は、342億３千１百万円（前連結会計年度末比11億１千７百万円増加）となりました。これは主

に、利益剰余金が20億３千８百万円増加、その他有価証券評価差額金が７億５千３百万円減少したことによりま

す。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第３四半期業績は概ね計画通りに推移しており、平成27年11月６日に公表いたしました通期の連結業績予想

から変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,413 7,089 

受取手形及び売掛金 10,684 11,560 

商品及び製品 5,262 5,008 

仕掛品 543 518 

原材料及び貯蔵品 2,612 2,745 

その他 682 813 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 27,197 27,735 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,713 4,018 

機械装置及び運搬具（純額） 3,645 4,051 

その他（純額） 3,338 3,845 

有形固定資産合計 10,697 11,915 

無形固定資産 68 51 

投資その他の資産    

投資有価証券 9,379 8,287 

その他 806 770 

貸倒引当金 △23 △23 

投資その他の資産合計 10,162 9,035 

固定資産合計 20,928 21,002 

資産合計 48,126 48,737 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,531 4,505 

短期借入金 1,462 1,130 

未払法人税等 906 403 

賞与引当金 351 179 

その他 2,328 2,548 

流動負債合計 8,580 8,767 

固定負債    

長期借入金 2,170 1,712 

環境対策引当金 134 53 

退職給付に係る負債 2,855 2,842 

その他 1,272 1,129 

固定負債合計 6,432 5,738 

負債合計 15,012 14,506 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,855 9,855 

資本剰余金 6,766 6,766 

利益剰余金 12,864 14,903 

自己株式 △1,440 △1,445 

株主資本合計 28,047 30,080 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,653 3,900 

為替換算調整勘定 302 119 

退職給付に係る調整累計額 △76 △59 

その他の包括利益累計額合計 4,879 3,960 

非支配株主持分 187 189 

純資産合計 33,113 34,231 

負債純資産合計 48,126 48,737 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 27,570 27,208 

売上原価 21,097 19,987 

売上総利益 6,473 7,220 

販売費及び一般管理費 3,645 3,794 

営業利益 2,828 3,426 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 137 136 

環境対策引当金戻入益 － 66 

その他 58 57 

営業外収益合計 197 262 

営業外費用    

支払利息 41 32 

その他 17 35 

営業外費用合計 59 68 

経常利益 2,966 3,620 

特別損失    

固定資産除却損 69 63 

出資金評価損 25 － 

特別損失合計 95 63 

税金等調整前四半期純利益 2,871 3,556 

法人税、住民税及び事業税 817 970 

法人税等調整額 87 99 

法人税等合計 905 1,070 

四半期純利益 1,966 2,486 

非支配株主に帰属する四半期純利益 27 20 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,938 2,466 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 1,966 2,486 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 959 △753 

為替換算調整勘定 96 △201 

退職給付に係る調整額 17 17 

その他の包括利益合計 1,072 △936 

四半期包括利益 3,038 1,549 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,003 1,547 

非支配株主に係る四半期包括利益 34 2 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
酸化チタン 
関連事業 

その他 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 14,568 13,002 27,570 － 27,570 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 447 447 (447) － 

計 14,568 13,449 28,017 (447) 27,570 

セグメント利益 1,572 1,256 2,829 (1) 2,828 

（注）１．セグメント利益の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去額によるものです。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
酸化チタン 
関連事業 

その他 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 14,784 12,423 27,208 － 27,208 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 544 544 (544) － 

計 14,784 12,968 27,753 (544) 27,208 

セグメント利益 2,046 1,390 3,436 (10) 3,426 

（注）１．セグメント利益の調整額△10百万円は、セグメント間取引消去額によるものです。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。
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